口唇刺激体性感覚誘発磁界の加齢変化に関する検討 by 日原  大貴
Evaluating age-related change in lip sense
using somatosensory evoked magnetic fields
著者 日原  大貴
号 44
学位授与機関 Tohoku University
学位授与番号 歯博第756号
URL http://hdl.handle.net/10097/00097035
－ 62 －
論 文 内 容 要 旨
【目的】
口唇の感覚は口腔機能において大変重要な役割を担っている。例えば，口唇感覚低下が咀嚼や嚥下
機能に影響を及ぼすことが知られており，高齢者の流涎や嚥下障害などの機能的問題は口唇感覚低下
が関与しているという報告もなされている。そのため，口唇感覚の加齢変化を計測することが機能の
加齢変化を推測するのに重要であると考えられるが，過去の研究では主観的手法を用いた報告のみで
あった。そこで本研究では客観的な手法として脳磁計を利用し，口唇刺激時の体性感覚誘発磁界につ
いて加齢変化を検討した。
【方法】
インフォームドコンセントが得られた右利きで神経系疾患の既往がない健常ボランティアのうち，
若年者群（20-27 歳）31 名の 62 半球，高齢者群（63-76 歳）29 人の 58 半球を対象とした。下唇に持続
時間 0.3ms の電気刺激を 0.7Hz で 600 秒間加えた。頂点潜時 13ms 付近の第一成分 N13m，および頂点
潜時 21ms 付近の第二成分 P21m の信号源を単一電流双極子モデルで推定した。得られた信号源を被
験者の MR 画像に表示し，解剖学的中心溝に推定できた場合のみを対象として，刺激強度，潜時，信
号強度について両群間で比較し，統計学的解析には t 検定を用いた。また信号強度と刺激強度との相
関をスピアマンの順位相関係数で検討した。
【結果】
口唇刺激時の体性感覚誘発磁界検出率をχ二乗検定で比較したところ，高齢者群での第一成分検出
率は若年者群よりも有意に高かった。第一成分 N13m の潜時は高齢者群で有意な延長を認め，信号強
度は高齢者群で有意な増大を認めた。また，第一成分の刺激強度と信号強度との相関を解析したところ，
若年者群，高齢者群ともに正の相関を認めた。第二成分 P23m に関しては，潜時は高齢者群で有意に
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延長したが，信号強度では両群間に有意差は認められなかった。また，第二成分の刺激強度と信号強
度の相関では，若年者群において正の相関を認められたが，高齢者群においては相関が認められなかっ
た。
【考察】
口唇刺激時の体性感覚誘発磁界第一成分は，加齢により潜時の延長と信号強度の増大が認められた。
同様の結果が正中神経刺激時にも報告されており，高齢者における潜時の延長は末梢神経での伝導速
度の低下によるものと考えられた。また，信号強度の増大は，加齢による GABA 抑制系シナプスの減
少によると考えられた。高齢者での体性感覚誘発磁界検出率が有意に高かったこともこの結果を裏付
けるものと考えられる。第二成分における高齢者の潜時の延長は第一成分と同様な理由と考えられる
が，信号強度については第一成分と信号源が異なっており，正中神経刺激時と同様に覚醒状態などに
影響され有意差が認められなかったと考えられる。このように，脳磁計測による体性感覚誘発磁界第
一成分は覚醒状態などの影響を受けにくい客観的評価の指標であり，各種バイアスの影響を受けやす
い感覚閾値を用いた主観評価よりも有用であることが示唆された。
【結論】
脳磁計測は口腔感覚の加齢変化に関する客観的な評価において有用であり，そのなかで，体性感覚
誘発磁界第一成分は覚醒状態などの影響を受けにくいため，特に有用であることが示唆された。
審 査 結 果 要 旨
高齢者の流涎や嚥下障害など口腔機能の諸問題に口唇の感覚低下が関与しているという報告があり，
口唇の感覚低下により咀嚼，嚥下などの機能に影響が生じることが知られている。そのため，口唇感
覚の加齢変化を評価することは，口腔機能の変化を予知するための重要な手がかりとなることが示唆
される。しかしながら，ヒトの口唇感覚の加齢変化に関し，主観的手法による研究は多く存在するが，
客観的手法を用いた研究はみられない。
以上の背景から，本研究では，客観的手法として脳磁計を利用し，人の口唇感覚の加齢変化を評価
することを目的として，口唇刺激時体性感覚誘発磁界の加齢変化について検索している。
実験は，インフォームドコンセントが得られた右利きで神経系疾患の既往がない健常ボランティア，
若年者（20-27 歳）31 名の 62 半球，高齢者（63-76 歳）29 人の 58 半球を対象としている。下唇に持続
時間 0.3ms の電気刺激を 0.7Hz で 600 秒間加え，頂点潜時 13ms 付近の第一成分 N13m，および頂点潜
時 21ms 付近の第二成分 P21m の信号源を単一電流双極子モデルで推定した。得られた信号源を被験
者の MR 画像に表示し，解剖学的中心溝に推定できた場合のみを対象として，刺激強度，潜時，信号
強度について 2 群間で比較検討している。また信号強度と刺激強度の間の相関についても検討してい
る。
その結果，本研究は以下の点を明らかとした。
①刺激強度に有意差は認められなかった。
② 第一成分では，潜時は高齢者で有意に延長し，信号強度も有意に増大していた。また刺激強度と
信号強度との相関は両群とも認められなかった。
③ 第二成分では，潜時は高齢者で有意に延長し，信号強度には有意差は認められなかった。また刺
激強度と信号強度については，若年者で正の相関が認められたが，高齢者では認められなかった。
以上の結果から，口唇刺激時の体性感覚誘発磁界第一成分は加齢により潜時の延長と信号強度が増
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大することを明らかにし，脳磁計測は口腔感覚の加齢変化の客観的な評価において有用であることを
示した。潜時の延長と信号強度の増大については，正中神経刺激時に報告されている末梢における伝
導速度の低下と動物実験で報告されている GABA 抑制系シナプスの減少の可能性について示唆した。
なお，第二成分において異なる結果が出たことについては信号源が異なり，正中神経刺激時の第二成
分では覚醒状態などに影響されることが知られていることから，バイアスの影響を受けている可能性
が考えられた。以上から，バイアスの影響を受けない第一成分が客観的な評価指標として特に有用で
あることを示した。
本研究は口腔感覚の加齢変化を客観的に計測し，その有用性について世界で初めて明らかにしたも
のであり，今後の研究および臨床に寄与すること多大である。よって，本研究は博士（歯学）の学位
授与に値するものと認める。
